
大鷲白山神社秘仏一般公開講座の報告！
令和になって初めて、高鷲文化財保護協会は、高鷲の文化財を公開して欲しいという要望
が強くなり、10 月の高鷲町民祭に合わせて２時間という短い時間であったが、高鷲が誇る
岐阜県指定文化財「大鷲白山神社の懸仏」の一般公開を大鷲地区の氏子総代鍵元と氏子の
方にお願いして実施した。説明者は本会会長と副会長が当たった。なお見学者は約 20 人程
であった。

秘仏公開の立て看板前の副会長

懸仏とは

御正体（みしょうたい）ともいう。円形板に浮彫の仏像を取り付け、上方 2 か所に釣手
環を付けて吊り下げるのに便利にしたもの。鋳銅の仏像を取付けたものや鏡に仏像を取付
けたものなどもある。本地垂迹の関係から祭神の本体として神社にかけたことから御正体
の名称が起こったと考えられ、神社に奉納する鏡に仏像を浮き彫りにしたのが古い形式で
あると言われている。その形体から鏡面に毛彫、線刻、描画したものを鏡像とよび、鏡面
や鏡地板に別製の薄肉または厚肉の神像や仏像を取り付けたものを懸仏と呼んでいる。
描かれた図像としては、金山彦神、水分（みくまり）神、天照大神などの神像を表した

神影鏡と呼ばれるもの、11 面観音、蔵王権現、大日如来、釈迦三尊、薬師三尊、地蔵菩薩
などの仏像を表したもの、大日、薬師、阿弥陀仏などを表す梵字を墨書や朱書、あるいは
金泥書したものに大別される。
郡上南部にある那比地区や粥川地区には、高賀山や瓢ヶ岳などがあり、古代から山霊が

宿るとされ、高賀山や瓢ヶ岳を中心とした信仰が生まれた。また、この地にも白山信仰が
広がりを見せ、白山中居神社の虚空蔵信仰も周辺に入ってきた。その結果、高賀山麓にあ
る高賀六社に修験者が互いに行き来して修行を行うようになった。後にそれが一般の信者
にも広がり、六社巡りがさかんに行われるようになり、郡上市には那比本宮神社、那比新
宮神社、星宮神社の三社がある。
この六社には、虚空蔵信仰にかかわりの深い文化財が多く残っている。ほとんどが鎌倉

時代から室町時代に納められたもので、この時代に栄えたことが分かる。特に懸仏は、那
比新宮神社に 247 面も残っており、多くの人々が参拝をし、願い事を叶えてもらうために
納めたことが分かる。その懸仏の種類は虚空蔵菩薩のものが多く残っている。それは修行
する人々が高賀六社の本地仏である虚空蔵菩薩を納めたためと考えられる。

大鷲白山神社懸仏

現在、郡上市高鷲町大鷲白山神社に所蔵されている懸仏 48 面は、もと同町大字前田向鷲
見にあり、見事な社叢を持っていたとされる白山神社の所蔵であったが、明治 41(1908)年
におこなわれた神社の合併によって、現在の大鷲白山神社に移管されている。
これらの懸仏群は、懸仏 32 面と残欠 16 面とに区分できるが、懸仏は銅製の円形板に半

肉彫の仏像や天蓋、水瓶などを取り付け、裏板を付けたものであるが、既にそれらが脱落
したもの、破損したものが少なくない。また毛彫りで尊像を表したものや、尊像を墨書き
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したものもある。そして、円形板の直径は、最大 23.0cm、最少 6.7cm、重量は 345g、最軽
量は 10gであるが、その尊像は、可能性のあるものを含めて、阿弥陀如来像 8面、如来像 2
面、十一面観音菩薩像 1 面、菩薩像７面で、残る 14 面及び残欠 16 面は、破損や脱落及び
摩耗のために、不詳といわざるを得ない。
大鷲白山神社の宝仏で、合祀前の元向鷲見白山神社に伝えられていたものである。銅（青
銅）の円板に､如来、菩薩などを彫り、願い事を書きつけ、神社などに奉納する民俗信仰の
一つで平安時代に始まり江戸時代まで続いた。大鷲白山神社の懸仏は白山信仰によるもの
と思われる。白山神社参拝者たちが御神体として社殿等に掲げて奉納した。
線刻阿弥陀如来懸仏（下記写真）は、平安末～鎌倉初期のものと思われている。また、

鎌倉時代の年記名の懸仏がある。ここの懸仏は鎌倉時代から室町時代の作がほとんどであ
る。明治時代に廃仏毀釈の嵐にさらされたが、向鷲見白山神社は難をまぬがれて保存され
た。

秘仏「懸け仏」を拝観する見学者

高鷲文化財保護協会会員叙勲祝賀会

このたび、本協会役員の山川清至氏が 2019 年度地方自治功労褒章「旭日単光章」を受章
されました。高鷲村村議会議員として 15 年間の実績が国から評価され、自衛隊演習地問題
や伊勢湾台風の村内被害からの復興問題など数多くの問題を真摯に取り組まれ、今日の高
鷲発展の基礎を築かれた方です。さらに「たかす開拓記念館」の開館に際して、満州開拓
犠牲者の墓碑銘板を寄贈され、記念館の展示内容を充実させることができました。本当に
有り難うございました。
本会でも山川会員の功績を御祝いする会を「すし幸」で役員を中心に 11 月 8 日に行いま

した。。

料理を前にして全員で記念撮影 森会員から花束を受け取る山川会員

文化財保護協会主催

昔の学校写真展を開催
期間： 11／ 12～ 11／ 25 場所：町民センター




